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（道の駅南国「風良里」）

防災特集「防災システム」　
エコプラン実行計画ほか
国保加入の皆さまへ
カメラリポート
みんなの広場
お知らせ
健康文化都市・南国

6
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　５月３、４日の両日、道の駅南国
「風良里」で、明るい社会づくり南
国市推進協議会などの主催による
「第17回ゴールデンウィークウエル
カムサービス」が行われました。
　高知農業、岡豊高校の生徒が観光
客に花のプレゼントや、ゆず茶を振
る舞うなどして、歓迎しました。

楽しい旅になるように楽しい旅になるように
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ひとりでも多くの　　　　　

尊い命を救うために　　

　

３
月
11
日
、
高
知
県
沿
岸
19
市

町
村
に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、

本
市
で
も
直
ち
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
下
島
・
久
枝
・
前
浜

・
浜
改
田
・
十
市
地
区
に
避
難
勧

告
を
発
令
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
高
い

と
こ
ろ
で
は
３
ｍ
程
度
の
津
波
が

予
想
さ
れ
た
た
め
、
稲
生
地
区
を

追
加
し
、
避
難
指
示
を
発
令
し
ま

し
た
。

　

警
戒
態
勢
が
続
く
中
、
同
日
午

後
８
時
59
分
に
須
崎
市
で
県
内
最

大
の
津
波
高
２
・
73
ｍ
を
観
測
し

ま
し
た
。
本
市
で
も
指
定
避
難
所

11
カ
所
を
開
設
し
、
856
名
の
皆
さ

ん
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
が
、
避
難

対
象
者
数
の
わ
ず
か
14
・
９
％
に

す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
避

難
指
示
・
避
難
勧
告
の
解
除
を
待

た
ず
に
多
く
の
方
が
避
難
所
を
離

れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る

被
害
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
命
を
守
る
防
災
学
習
や
訓
練
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

津
波
に
よ
る
避
難
発
令
基
準

種　別 基　　　　準

避難勧告

１．震度４程度以上の強い地震を感じた場合、または
弱い地震であっても長い時間ゆっくりとした揺れ
を感じた場合で、かつ避難が必要と判断したとき。

２．津波警報が発表されたとき。
３．異常な水象を知ったとき。
４．災害を覚知し、災害の拡大が予測され、事前に避

難を要すると判断されるとき。

避難指示

１．避難勧告より状況が悪化し、緊急に避難を要する
と認められたとき。

２．災害を覚知し、著しく危険が切迫し、緊急に避難
を要すると認められるとき。

（南国市津波避難計画）

防災特集

姉妹都市 岩沼市の被災写真

ひとりでも多くの　　　　　

尊い命を救うために　　

南国市防災キャラクター
　  　　　なんこく防災くん

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
３
月
11
日
、
岩
手
県
沖
か
ら
茨
城
県
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
姉

妹
都
市
の
宮
城
県
岩
沼
市
を
は
じ
め
、
東
北
関
東
地
方
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
末
現
在
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
、
２
万

５
千
人
を
超
す
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防災ｼｽﾃﾑ
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
は
、
総
務
省

消
防
庁
に
配
置
さ
れ
た
衛
星
送
信

局
か
ら
、
内
閣
官
房
よ
り
提
供
さ

れ
る
国
民
保
護
お
よ
び
、
気
象
庁

よ
り
提
供
さ
れ
る
津
波
予
報
、
緊

急
地
震
速
報
な
ど
の
気
象
関
係
情

報
を
受
信
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
即

時
に
自
動
放
送
す
る
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
で
す
。

　

本
市
で
は
３
月
１
日
よ
り
運
用

を
開
始
し
、
今
回
の
津
波
警
報
や

大
津
波
警
報
の
自
動
放
送
を
行
い

ま
し
た
。

◎
提
供
さ
れ
る
情
報

▼
緊
急
地
震
速
報

▼
大
津
波
警
報

▼
津
波
警
報

▼
噴
火
警
報

▼
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

▼
航
空
攻
撃
情
報

▼
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

▼
大
規
模
テ
ロ
情
報

▼
緊
急
に
住
民
に
伝
達
す
る
こ
と

が
必
要
な
国
民
保
護
に
関
す
る

情
報

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
現
在
、
市

内
全
域
に
放
送
可
能
で
あ
る
放
送

設
備
（
防
災
行
政
無
線
）
が
未
整

備
の
た
め
、
当
面
の
間
、
消
防
本

部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
消
防
無

線
」
と
、
広
報
車
の
巡
回
に
よ
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
運
用
開
始



広報なんこく６月号�

　

平
成
24
年
度
か
ら
緊
急
時
の
災

害
情
報
や
災
害
時
の
「
避
難
勧

告
」
お
よ
び
「
避
難
指
示
」
な
ど

を
放
送
す
る
た
め
に
、
市
内
の
各

所
に
設
置
す
る
屋
外
子
局
の
ス
ピ

ー
カ
ー
（
拡
声
器
）
か
ら
デ
ジ
タ

ル
方
式
の
無
線
放
送
を
行
う
「
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
放
送
設
備
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
常
時
に
は

行
政
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
な
ぜ
整
備
す
る
の
か
？

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、

市
が
独
自
無
線
通
信
経
路
を
保
有

し
て
、
特
に
災
害
時
に
お
い
て
他

の
事
情
に
と
ら
わ
れ
ず
、
必
要
な

情
報
の
伝
達
と
情
報
収
集
を
可
能

と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

本
市
で
は
、
近
い
将
来
に
発
生

が
予
想
さ
れ
る
次
期
南
海
地
震
に

お
い
て
震
度
６
強
が
想
定
さ
れ
、

津
波
に
よ
る
死
者
は
196
人
、
揺

◆
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を

　

整
備
し
ま
す

れ
（
家
屋
倒
壊
）
に
よ
る
死
者
は

191
人
、
同
負
傷
者
は
603
人
、
が
け

崩
れ
に
よ
る
死
者
は
22
人
、
同
負

傷
者
は
28
人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
が
密
集
し
て
い

る
市
街
地
で
は
地
震
に
よ
る
大
規

模
な
火
災
に
よ
り
、
多
く
の
死
傷

者
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
（
第
２
次
高
知
県
地
震
対

策
基
礎
調
査
平
成
18
年
７
月
、
安

政
南
海
地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.4

を
想
定
）。

　

現
在
、
本
市
の
防
災
情
報
の
伝

達
方
法
は
、

①
市
消
防
本
部
が
開
設
し
て
い
る

　

消
防
団
緊
急
伝
達
シ
ス
テ
ム

（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
・
広
報
）

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
間
に
よ
る
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
無
線
系
情

報
伝
達

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
に
よ
る

有
線
系
情
報
伝
達

④
自
主
防
災
会
や
自
治
会
、
消
防

団
ら
に
よ
る
住
民
相
互
間
の
口

頭
伝
達

⑤
広
報
車
に
よ
る
巡
回

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
伝
達
方
法
は
、
市
民

お
よ
び
一
時
滞
在
者
に
対
し
て
の

情
報
を
伝
達
す
る
場
合
に
、
一
斉

・
同
時
に
市
全
域
を
網
羅
で
き
な

い
た
め
、
南
海
地
震
や
そ
の
他
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
十
分
に
情

報
収
集
・
伝
達
・
安
否
確
認
な
ど

が
果
た
せ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
被
災
集
落
と
災
害

対
策
本
部
を
結
ぶ
双
方
向
通
信
や
、

文
字
表
示
板
の
設
置
に
よ
り
視
覚

に
訴
え
る
情
報
伝
達
機
能
を
持
っ

た
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の

整
備
に
よ
る
防
災
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

防災特集
防災ｼｽﾃﾑ



広報なんこく６月号 �

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
の
お
か
げ
で
、
姉
妹
都
市
岩
沼

市
も
復
興
に
向
け
、
一
歩
ず
つ
歩

み
始
め
て
い
ま
す
。

『
が
ん
ば
ろ
う
岩
沼　

そ
し
て
決
し
て
あ
き
ら
め
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
岩
沼
』

を
合
い
言
葉
に
岩
沼
市
民
の
皆
さ

ん
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
岩
沼
市
震
災
義
援
金
」

の
受
付
は
、
５
月
31
日
を
も
っ
て

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
昭

和
48
年
か
ら
姉
妹
都
市
と
し
て
交

流
を
続
け
て
い
る
岩
沼
市
を
支
援

す
る
た
め
、
岩
沼
市
に
限
定
し
た

義
援
金
口
座
を
開
設
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
際
、

『
こ
の
義
援
金
は
、
姉
妹
都
市
岩

沼
市
へ
の
限
定
さ
れ
た
義
援
金
と

な
り
ま
す
の
で
、
税
の
寄
附
金
控

除
に
は
該
当
い
た
し
ま
せ
ん
』

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
寄
附

金
控
除
（
法
人
は
損
金
扱
い
）
の

対
象
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
岩
沼
市
震
災

義
援
金
」
の
支
援
を
行
っ
た
方
に

対
し
て
、
確
定
申
告
時
に
寄
附
金

控
除
の
証
明
書
類
と
な
る
「
預
り

証
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
銀
行
に
納
め
ら
れ
た
振

込
票
の
控
え
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
の
控
え
が
証
明
書
類
と
な
り
ま

す
。

　
■
発
行
期
間
／
９
～
10
月

■
発
行
担
当
課
／
税
務
課

※
義
援
金
預
り
証
発
行
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、税
務
課
（
☎
８
８
０
・

６
５
５
４
）
ま
で

「
岩
沼
市
震
災
義
援
金
」
の

　
　
　
　

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

３／14　姉妹都市岩沼市復旧支援対策本部の設置

同日夜　副市長・市職員２名　出発（15日到着、16日帰庁）
　　　　衛星携帯電話・ガソリンなどの物資を持参

３／15～18　市民に救援物資提供を依頼
　　　　　　提供依頼物資：
　　　　　　　下着・肌着、タオル・バスタオル、乾電池

３／18　給水車両　出発：市職員１名、元職員１名
　　　　（19日到着、20・21日給水活動、23日帰庁）
　　　　給水タンク500ℓ６基、300ℓ３基、計3.9ｔ       

３／19　救援物資　出発（20日到着、21日帰庁）
　　　　輸送トラック10ｔ車４台、市職員３名
　　　　市民・企業から提供を受けた物資など
　　   　　水、水入れ袋、無洗米、粉ミルク、紙おむつ、
　　　　　生理用品、トイレットペーパー、ティッシュペ
　　　　　ーパー、ポータブルトイレ、下着・肌着、乾電
　　　　　池、タオル、野菜など
　　　
３／29　救援物資第２陣　出発（30日到着）
　　　　輸送トラック10ｔ車２台
　　　　　水、ポータブルトイレ、洗濯用液体洗剤、食洗
　　　　　用洗剤、紙皿・紙コップ、生理用品、タオル、
　　　　　トイレットペーパー、下着、歯ブラシ、長靴、
　　　　　作業用手袋など

４／23～30　消防団員13名・市職員10名・市消防職員 1 名
　　　　　　の派遣（消防団関係の義援金を持参）

５／７～14　第２次　消防団員14名・市職員９名・市消防
　　　　　　職員１名の派遣

５／11　市長・議長がお見舞いと励ましのため訪問

　～５／31　岩沼市震災義援金の受付終了

南国市の救援活動（岩沼市分まとめ）

岩
沼
市
復
旧
支
援

広
報
い
わ
ぬ
ま
災
害
臨
時
号

（
３
月
28
日
発
行
全
２
ペ
ー
ジ
）

広
報
い
わ
ぬ
ま
災
害
臨
時
号
②

（
４
月
15
日
発
行
全
９
ペ
ー
ジ
）



広報なんこく６月号�

※お問い合わせは、建設課地籍調査係（☎８８０－６５６１）まで

調査に先立って、住民へ
の説明会を実施します。

一筆ごとの土地について、土地所
有者などの立ち会いにより、所有
者、地番、境界などの確認をします。

地球上の座標値と結びつ
けた、一筆ごとの正確な
測量を行います。

②
一
筆
地
調
査

①
住
民
へ
の
説
明
会

●
地
籍
調
査
の
進
め
方
●

平成23年度地籍調査にご協力を平成23年度地籍調査にご協力を

　いま、地球環境は深刻な危機に直面しています。
世界各地で頻発する集中豪雨や干ばつなどの異常気
象も、地球温暖化の影響であるといわれています。
この温暖化の原因は、私たち人間の日常活動から生
じる二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスである
ことは明らかです。いまを生きる私たちは、将来の
世代に恵み豊かな環境を引き継ぐために、英知を結
集して行動し、この危機を克服していかなければな
りません。
　南国市では、自然環境や社会環境を守る『環境に
やさしいまちづくり「エコシティなんこく」』の実
現を目指すため、平成22年３月に「南国市エコプラ
ン推進基本大綱」を策定しました。

南国市エコプラン実行計画を策定

　そしてこのたび、市民
の皆さんとともに、具体
的に取り組む施策や方針
である「南国市エコプラ
ン実行計画」を公募の市
民や関係機関の参加を得
て策定することができま
した。
　温暖化防止はもはや一
刻の猶予もありません。
私たち一人一人が省エネ
を心掛けた生活、ごみを
できるだけ出さない暮ら
し、環境負荷の少ない商
品の購入、住まいの断熱化や緑化など、さまざまな
エコライフを実践していくために、「南国市エコプ
ラン実行計画」概要版を配布します。市民の皆さん
のご協力をよろしくお願いします。

※お問い合わせは
環境課環境係（☎８８０－６５５７）まで

一人一人のエコライフ取り組みが重要環境に優しいまちづくり　　　　　
「エコシティなんこく」を目指して

③
地
籍
測
量

平成22年度に導入した電気自動車

　地籍調査事業による一筆地調査を奈路、岡豊町
滝本・笠ノ川地区で行います（７月に関係者に対
して説明会を開催予定）。
　この調査は土地の一筆ごとの所有者、地番、境
界などを確定するもので、災害時の境界復元や境
界紛争の防止に役立ちます。地域ならびに関係者
の皆さんのご協力をお願いします。
■土地所有者の方へのお願い
　土地所有者の方は、８月ごろまでに隣接地の所
有者と立ち会いの上で、事前に境界杭を設置して
くださるよう、お願いします。
　境界杭（無料）は、地元の地籍調査推進委員会
に用意しています。希望される方は、地元の地籍

調査推進委員会長までご連絡ください。
・奈路：川村一成☎８６２－３１２５
・岡豊町滝本：山﨑紘道☎８６６－４４６２
・岡豊町笠ノ川：葛目正則☎８６２－２６４０
■実施区域（小字名）▲

奈路／新田、宮ノ谷、ミョウシダ、小森、東谷、
中屋、藤岳、鬼ケ平、坂口、杖谷、西屋敷▲

岡豊町滝本／大隅段々、大隅谷、大隅、天狗岩、
打越、久保添、北日定谷、日定谷、ハリノ木谷、
堂ケ奈路一宮境、堂ケ奈路、大岩谷、隅谷、車
ケ峠▲

岡豊町笠ノ川／樋ノ口、花ノ木、池尻、川原田、
細田、在原、島屋敷、前田、西ノ久保
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　平成22年４月１日から、倒産・解雇・雇い止め
などで離職された非自発的失業者の方の国保税を軽
減する制度が始まり、今年度も引き続き行われます。
軽減を受けるためには、申請が必要です。
■対象者／次の全てに該当する方。
①雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職者

と認定された方。
②失業時に65歳未満の方。
③平成21年３月31日以降に失業された方。
＊平成21年３月31日～平成22年３月30日の間に離職

された方は、平成22年度に限り国保税が軽減され
ます。

■軽減額／該当者の前年中の給与所得を100分の 30
とみなして計算します。

■軽減期間／離職日の翌日の属する月からその月の
属する年度の翌年度末まで

＊軽減は平成22年度以降の国保税が対象となります。
■確認方法／雇用保険受給資格者証の「離職理由」

欄の理由コードにより判定します。
＊軽減を受けるためには、申請が必要です。
■申請に必要なもの
　雇用保険受給資格者証、認め印

　地方税法施行令の改正により、国保税の課税額の
上限が改定され、平成23年度の国保税から適用され
ます。その内容は右のとおりです。
　納税通知書は７月中旬に送付する予定です。

■課税額の上限の改定（１世帯当たり）
　　　　　　　　　　　　　　（改定前） （改定後）

▼基礎課税額の上限　　　　　 50万円 → 51万円

▼後期高齢者支援金等課税額の上限　13万円 → 14万円

▼介護納付金課税額の上限　　 10万円 → 12万円

■対象／南国市の国保被保険者
■応募方法／所定の応募用紙にトレーニングルーム

使用料の領収印を押してもらい、10個たまったら、
市民課国保係（〒７８３－８５０１南国市大埇甲
２３０１）またはスポーツセンター（〒７８３－
００９４南国市前浜１３４４－３）に郵送または
持参してください。

■応募用紙配布先／スポーツセンター、市民課国保
係、保健福祉センター

■応募締切

▼１回目／平成23年９月30日㈮必着

▼２回目／平成24年３月９日㈮必着

■景品／抽選（２回）で各10名の方に景品を差し上
げます。ただし、当選は１人１回までとなります。

■備考／初めてトレーニングルームを使用する時は、
事前に説明を受ける必要があります。詳しくはス
ポーツセンター（☎８６５－８０１５）にお問い
合わせください。

非自発的失業者の国民健康保険税の軽減について

スポーツセンターのトレーニングルームを使用して景品をもらおう！

※申請先・お問い合わせは、市民課国保係（☎８８０－６５５５）まで

国保加入の皆さまへ国保加入の皆さまへ

国民健康保険税の課税額の上限が改定されました
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岡豊城跡　望
のぞみやぐら

櫓体験岡豊城跡　望
のぞみやぐら

櫓体験
４／３　岡豊山歴史公園のお花見会

　岡豊町の県立歴史民俗資料館で４月３日、「岡豊山歴史
公園のお花見会」が開催されました。このイベントは、
桜を見に来た方のおもてなしや、東日本大震災の義援募
金活動をしようと企画されたもので、やいろ吹奏楽団の
チャリティーライブや出店などに会場がにぎわいました。
　また、４月１日から、
長宗我部元親親子が眺
めた土佐を体験できる
岡豊城跡望櫓の上では、
訪れた方たちが観光ボ
ランティアガイドによ
る解説に耳を傾けてい
ました。

▲４／18　広報委員委嘱・任命式
　　　　　　　　　　（市役所）

▲４／24　シカ被害防止用ネット
の設置　　　　　（三嶺の森）

▲４／10　南国市国際交流協会10
周年記念講演会

　　　　　　（グレース浜すし）

▲４／23～30　姉妹都市岩沼市へ
の職員派遣第１陣　（市役所）

▲４／７　「ガーデン都市計画」
桜の植樹　　 （高知龍馬空港）

▲４／22　臨時議会　（市役所）

　「広報なんこく」に掲載する有料広告を募集して
います。
■広告の掲載内容／内容は法令などに違反なく、公
　益上支障がないもの、そのほか、「南国市広報紙
　発行規則」によります。
■申込方法／所定の申込書で完成版下原稿またはデ
　ータを添えて、お申し込みください。
■備考／広告の掲載は申込順とします。

■広告の規格および掲載料

＊掲載は、３カ月・６カ月・12カ月連続とする。

※申込先・お問い合わせは、企画課秘書広報係
（☎８６３－２１１１　内線 ４０３）まで

　サイズ
（縦×横）

掲　載　料
３カ月 ６カ月 12カ月

4.6㎝×8.0㎝ 30,000円 57,000円 108,000円

4.6㎝×17.0㎝ 60,000円 114,000円 216,000円

規格

  Ａ

  Ｂ

「広報なんこく」有料広告募集中
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春の味覚を楽しむ春の味覚を楽しむ

▲５／８　国際ソロプチミスト南
国による東日本大震災義援金チ

　ャリティーバザー
　　　　　　　（西島園芸団地）

▲５／11　市長・議長が岩沼市を
訪問　　　　（宮城県岩沼市）

▲５／11　春の全国交通安全運動
街頭指導　　（南国バイパス）

▲５／10　長宗我部フェス出演者
が市役所訪問　　　（市役所）

▲ ５ ／７～14　姉妹都市岩沼市へ
の職員派遣第２陣

　　　　　　　（宮城県岩沼市）

▲５／14　姉妹都市岩沼市への派
遣職員第２陣が帰庁（市役所）

４／10　白木谷八京たけのこ祭り

　４月10日、タケノコの名産地として有名
な白木谷八京地区で、今年も「白木谷八京
たけのこ祭り」が盛大に開催されました。

　会場の白木谷小学
校では、取れたての
タケノコ販売やたけ
のこ料理、ちらし寿
司の試食販売など、
地元の食材をふんだ
んに使った料理が振
る舞われ、穏やかな
春のひとときを思い
思いに楽しみました。

　「南国市ホームページ」に掲載する有料バナー
広告を募集しています。
■広告掲載場所
　南国市ホームページのトップページ下
■バナー広告規格／縦50×横180ピクセル、GIF

または JPEG で８KB 以内
■掲載料（月額）

▼市内に事業所などがある方…１万円／枠
　（３カ月以上継続する場合は５千円／枠）

▼そのほか…２万円／枠
■備考／掲載者の決定は、ホームページ広告掲載
　取扱要綱およびバナー広告表現ガイドラインの

基準に沿って行います。詳細は南国市ホームペ
　ージ（http://www.city.nankoku.kochi.jp）でご

確認ください。

※申込先・お問い合わせは、企画課情報政策係
（☎８８０－６５５３）まで

「南国市ホームページ」有料バナー広告募集中
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469

【第468回当選者】

黒木　秀子（後免町）
中村　　鈴（浜改田）
濵口　謙一（浜改田）
十河いつき（大埇甲）
岡田美佐子（立　田）■応募締切／６月13日㈪必着

■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／16通　　★正 解 率／94％

【第468回解答】

②サクラ

８

　

３
月
11
日
、
東
日
本
が
地
震
と
津
波

に
よ
っ
て
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
震
災
後
、
支
援
の
輪
は
、
日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
先
の
保
育
所
は
海
に
近
く
、
園

児
た
ち
が
津
波
と
い
う
言
葉
を
身
近
に

感
じ
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
重
ね
て
い

る
様
子
を
見
て
、
今
回
の
災
害
の
話
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
地
震
の
話
や
、

避
難
す
る
時
の
話
を
真
剣
に
聞
く
幼
顔

に
「
ど
う
か
こ
の
子
た
ち
が
震
災
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
」
と
願
う
と
同

時
に
、
被
災
地
で
過
酷
な
避
難
生
活
を

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
思
う
と
本
当

に
心
が
痛
み
ま
し
た
。

　

話
を
終
え
た
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
話
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
幼
く

て
も
震
災
を
身
近
に
感
じ
、
理
解
し
よ

う
と
す
る
心
が
言
わ
せ
た
言
葉
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

震
災
か
ら
一
週
間
た
っ
た
こ
ろ
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
岩
沼
市
に
市
役
所
か
ら

物
資
を
運
ぶ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
人
の
よ
う
に
義
援
金
や
物
資
を
送

る
事
は
で
き
な
く
て
も
、
避
難
を
し
て

い
る
人
を
思
う
園
児
た
ち
の
優
し
さ
を
、

一
緒
に
届
け
て
も
ら
う
事
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
被
災
地
の
体
育
館
に
張
っ
て

も
ら
お
う
と
模
造
紙
に
折
り
紙
を
張
り
、

言
葉
を
添
え
ま
し
た
。

　

４
歳
児
に
何
を
作
る
か
聞
く
と
、
春

が
来
る
よ
う
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
折
る

と
答
え
、
が
れ
き
の
町
が
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
で
彩
ら
れ
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
て
、

さ
っ
そ
く
職
員
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

　

５
歳
児
は
最
後
ま
で
何
を
作
る
か
言

わ
ず
に
自
分
た
ち
だ
け
で
話
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。
や
っ
と
決
ま
り
作
り
だ
し

た
物
は
、
模
造
紙
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ

う
に
ひ
と
り
が
い
く
つ
も
折
っ
た
、
ピ

ン
ク
や
赤
の
折
り
紙
の
ハ
ー
ト
で
し
た
。

園
児
に
「
な
ん
で
ハ
ー
ト
？
」
と
聞

く
と
、「
み
ん
な
の
心
や
ろ
ハ
ー
ト
は
」

と
温
か
い
言
葉
で
答
え
、
か
わ
い
い
字

で
心
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
ま
し

た
。

　

被
災
地
の
方
々
が
、
一
日
も
早
く
落

ち
着
い
た
生
活
が
取
り
戻
せ
る
事
を
願

い
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

♥♡♥♡♥♡　災害を通じて学ぶもの　♥♡♥♡♥♡

矢印の方向に二字熟語ができるよう□に漢字を入れてください。
□に入る３つの漢字を使ってできる言葉を、ひらがなで答えてください。
＊ヒント…答えは６文字

天
→

←
自

←未平→

学
→

→
労

→歩信→

薬
→

→
原

→案野→



広報なんこく６月号 11

何でも自分でやってみる

何事もプラス思考で

131

　

妻
と
娘
夫
婦
、
孫
の
５
人
家
族
で
す
。
料

理
が
得
意
で
、
孫
も
お
い
し
い
と
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
特
に
酢
豚
な
ど
の
中
華
料
理
が
得

意
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
腕
前
は
妻
よ

り
上
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）
。

　

高
知
市
浦
戸
の
出
身
で
、
浦
戸
城
な
ど
の

地
元
の
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
長
宗
我
部
顕

彰
会
の
副
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
会
報
へ
寄

稿
も
し
て
い
る
の
で
す
が
、
自
分
の
勉
強
に

も
な
る
の
で
い
い
で
す
ね
。

　

身
体
的
な
老
い
は
し
ょ
う
が
な
い
で
す
が
、

精
神
的
に
は
若
々
し
く
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
脳
を
活
性
化
し
、
何
事
も
プ
ラ
ス

思
考
で
考
え
る
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
て
も
80
歳
に
は
見
え
な
か
っ
た
堀
内
さ
ん
。

若
さ
の
秘
訣
と
人
生
訓
を
た
く
さ
ん
語
っ
て
い

た
だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。　

　

県
内
の
い
く
つ
か
の
病
院
に
勤
務
し
た
後

に
、
地
元
で
整
骨
院
を
開
業
し
て
38
年
に
な

り
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
運
動

は
何
で
も
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
柔
道
に
は

縁
が
深
く
、
学
生
時
代
か
ら
ず
っ
と
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
今
年
で
44
回
目
を
迎
え
る
高
知

県
南
国
柔
道
大
会
の
運
営
に
も
携
わ
り
、
救

護
係
で
試
合
中
に
脱
臼
し
た
選
手
の
応
急
手

当
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

何
で
も
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
い
う
性
分

で
、
趣
味
の
写
真
も
現
像
ま
で
自
分
で
し
て

い
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
時
代
に
な

っ
た
今
も
、
撮
っ
た
写
真
を
プ
リ
ン
タ
ー
か

ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

「
民
生
委
員
の
取
り
組
み
で
独
居
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
を
や
り
た
い
」
と
話
す
井
上
さ
ん
。

私
は
そ
の
積
極
性
を
見
習
い
た
い
で
す
。

何でも自分でやってみる

堀
ほりうち

内　昭
しょう

五
ご

郎
ろう

さん（緑ヶ丘）

井
いのうえ

上　俊
としひこ

彦さん（駅前町）

何事もプラス思考で

～共生社会を目指して～フライト・プラン障害者コーナー⑧フライト・プラン障害者コーナー⑨

　自分が暮らしていく場所がどこであるのかは、
生活をしていく上で重要な要素となります。自分
の望んだ場所で暮らしていくことができれば、生
活の質の向上にもつながります。障害のある方
の意見としては、今後暮らしたい場所として「持
ち家」と答えられた方が多数となっています。ま
た、「公営住宅」や「障害者が入居できる住宅や
施設」といった意見もありました。在宅生活を送
る上での支援を行うとともに、障害のある方が希
望する住宅や施設に、スムーズに入居できるよう
な体制を整備していく必要があると考えられます。
　このコーナーでは、平成22年度からの５年計画
である「新なんこくフライト・プラン～第２次南
国市障害者基本計画～」を策定する際に障害のあ
る方を対象に行ったアンケート調査の結果を、全
９回にわたり紹介してきました。これらを通して
少しでも障害のある方への理解を深めていただけ
たら幸いです。

※お問い合わせは、福祉事務所社会係（☎８８０－６５６６）まで

質問項目　「今後、どこで暮らし
ていきたいですか？」　　　　　 人数 割合

①持ち家 966 66.4%
②公営住宅 127 8.7%

③グループホーム、ケアホーム、
福祉ホーム（障害者などが入居
できる集合住宅）

96 6.6%

④近くの入所施設 89 6.1%
⑤（遠くても）気に入った入所施設 73 5.0%
⑥アパート 48 3.3%
　その他 55 3.8%
＊「障害福祉に関するアンケート調査」集計結果 

　今後も、広報紙などを通して、積極的に障害福
祉の啓発や情報提供をしていきたいと考えていま
すので、皆さまのご理解・ご協力をお願いいたし
ます。
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「夫唱婦随」
澤本　英世（里改田）

市
民
か
ら
の
お
便
り

い
ろ
い
ろ
個
人
事
で
取
り
込
み
が
あ
り
頭
の
体
操
を
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

　

心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。　

■
支
給
額
／
月
額
２
万
６
千
340
円

＊
施
設
入
所
や
３
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
場
合
、
ま
た
、
所
得

が
一
定
以
上
あ
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
者
・
母
子
・
父
子

家
庭
の
皆
さ
ん
へ

各
種
手
当
の
支
給

障
害
児
福
祉
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
程
度

の
障
害
が
あ
る
方
の
う
ち
、
重
度

の
障
害
の
た
め
、
常
時
介
護
を
要

す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
１
万
４
千
330
円

＊
施
設
入
所
の
場
合
、
ま
た
、
所

得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
や
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

重
度
心
身
障
害
児

　
　
　
　
　

療
育
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
程
度

の
障
害
が
あ
る
方
の
う
ち
、
障
害

児
福
祉
手
当
に
該
当
し
な
い
18
歳

未
満
の
心
身
障
害
児
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
７
千
300
円

＊
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
と
障

害
児
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
障
害
者
の
各
種
手
当
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

児
童
扶
養
手
当

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
18
歳
未
満
の
児
童

（
本
年
度
で
18
歳
に
達
す
る
児
童

は
年
度
末
ま
で
対
象
、
ま
た
中
度

以
上
の
障
害
を
有
す
る
場
合
は
20

歳
未
満
の
方
）
を
監
護
し
て
い
る

母
ま
た
は
父
、
も
し
く
は
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）。

■
受
給
資
格
者
（
い
ず
れ
の
場
合

も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
１
級
程

度
）
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
で

あ
る
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し

た
児
童

⑧
捨
て
子
な
ど
で
母
が
児
童
を
懐

胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
で

あ
る
児
童

■
こ
ん
な
時
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

①
児
童
が

▼
国
内
に
住
所
が
無
い
と
き

▼
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
が
受

け
ら
れ
る
と
き

▼
父
ま
た
は
母
に
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
給
付
額
の
加
算
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
と
き

▼
労
働
基
準
法
な
ど
の
規
定
に
よ

る
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き

▼
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き
、
ま
た
は
里
親
に
委
託

さ
れ
て
い
る
と
き

▼
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
内
縁

関
係
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て

い
る
と
き

＊
父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
除
く
。

②
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
そ
れ

に
代
わ
る
養
育
者
が

▼
国
内
に
住
所
が
無
い
と
き

▼
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

＊
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老
齢
福

祉
年
金
を
除
く
。

▼
事
実
婚
が
確
認
さ
れ
た
と
き

＊
定
期
的
な
訪
問
な
ど
社
会
通
念

上
夫
婦
と
し
て
の
生
活
が
認
め

ら
れ
た
場
合
、
事
実
の
発
生
し

た
時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当

を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
方
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
支
給
額

▼
１
級
／
月
額
５
万
550
円

▼
２
級
／
月
額
３
万
３
千
670
円

＊
障
害
児
が
施
設
入
所
の
場
合
、

所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
や

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
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※申込先・お問い合わせは
　南国市地域雇用創出推進協議会事務局
（☎　８５５－３９８５）まで

市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
は
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、
タ
チ
バ
ナ
の
花
を
知
り
ま
せ
ん
の
で
２
番
（
サ
ク
ラ
）
に
し
ま
し
た
。
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南
国
市
交
通
遺
児
手
当

　

交
通
事
故
（
車
・
汽
車
・
電
車

の
運
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
、

海
難
、
航
空
事
故
）
で
父
母
、
も

し
く
は
父
、
ま
た
は
母
を
失
っ
た

18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
児

童
を
対
象
に
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
２
千
円

＊
１
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、
現

に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。

母
子
・
父
子
福
祉
手
当

　

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
ま
た
は

男
性
で
、
18
歳
に
達
し
た
年
度
末

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
、

ま
た
両
親
を
失
っ
た
18
歳
に
達
し

た
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
１
千
円

＊
母
親
ま
た
は
父
親
お
よ
び
児
童

が
引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
に

在
住
し
、
現
に
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。
な
お
、

市
交
通
遺
児
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

母
子
・
父
子
家
庭

　
　
　
　

医
療
費
の
助
成

■
助
成
対
象
者
／
前
年
の
所
得
税

が
非
課
税
の
世
帯
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
母
子
・
父
子
家
庭
の
母
ま
た
は

父
と
児
童

▼
準
母
子
・
準
父
子
世
帯

▼
父
母
の
い
な
い
児
童

＊
児
童
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
者
。

■
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

　

父
ま
た
は
母
お
よ
び
該
当
す
る

児
童
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑

＊
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
６

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
・
父
子
家
庭
の
各
種
手
当

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
子
育
て
応
援
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

　

ほ
た
る
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

ほ
た
る
案
内
所
を
設
置
し
ま
す
。

　

案
内
所
で
は
、
ほ
た
る
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
を
示
し
た
マ

ほ
た
る
観
賞
案
内
所

ッ
プ
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
６
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ
／
㈱
南
国
オ
フ
ィ
ス
パ

　

ー
ク
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

※
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課
環
境
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
７
）
ま
で

　■とき／６月22日、29日、７月６日
　　　　　13：30～16：00　
　■ところ／サザンシティホテル

■６月22日㈬
『農業生産法人の為の
　　　　　関連法規や諸手続きについて』
・講師／寺本毅彦
　　　　（寺本経営コンサルタント事務所代表）
　　　
『農業生産法人運営の
　　　　コンサル経験から見た設立時のアドバイス』
・講師／小松一之
　　　　（こうち企業支援センター専任事務局員）

ご　め　ん　・
あ　り　が　と　う
講　座

■６月29日㈬
『農業生産法人に必要な知識や財務管理』
・講師／刈谷敏久
　　　　（刈谷敏久税理士事務所長）
　
『農業生産法人設立経緯と
　　　　　　法人になってから…』
・講師／岡崎秀仁（㈱堀代表取締役）

■７月６日㈬
『知っておきたい関係法と諸手続きについて』
・講師／浜田久美子
　　　　（特定社会保険労務士、産業カウンセラー）
　
『農業生産法人の労務管理について』
・講師／松本信博
　　　　（農事組合法人四万十Pot代表理事）

『農業経営体組織化講座』

平成23年度　地域雇用創造推進事業
※どなたでも受講できます。受講料は無料です。

シリーズ

南
国
手
話
サ
ー
ク
ル

 

「
お
な
が
ど
り
」初
級
教
室

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
手
話
を

知
っ
て
も
ら
い
、
聴
覚
障
害
者
の

方
と
手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
教
室
で
す
。

■
と
き
／
６
月
14
日
㈫
～
11
月
29

　

日
㈫
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館

■
対
象
／
手
話
に
興
味
を
持
っ
て

　

い
る
方
（
小
学
生
以
下
の
方
は

　

保
護
者
同
伴
）

■
受
講
料
／
２
千
500
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

笹
岡
修
（
☎
０
９
０
・
７
１
４
６

・
０
１
２
０
）
ま
で
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市
民
か
ら
の
お
便
り

「
三
日
見
ぬ
間
の
桜
か
な
」、
葉
桜
の
季
節
、
新
緑
を
眺
め
て
は
大
震
災
で
痛
め
ら
れ
た
方
々
に
思
い
を
は
せ
、
心
を
ひ
き
し
め
て
い
ま
す
。
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第
54
回
金
婚
夫
婦

　
　
　
　
　
　

祝
福
式
典

■
と
き
／
９
月
１
日
㈭
午
後
２
時

■
と
こ
ろ
／
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

■
資
格

　

昭
和
36
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ

た
県
内
在
住
の
夫
婦

＊
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
、
初
め

　

て
参
加
す
る
方
も
可

■
申
込
方
法

　

夫
婦
の
戸
籍
抄
本
（
謄
本
で
も

　

可
。
婚
姻
年
月
日
と
２
人
の
生

　

年
月
日
が
必
要
）
と
便
せ
ん
に

　

２
人
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

　

年
齢
、
職
業
、
郵
便
番
号
、
住

　

所
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、

　

結
婚
記
念
日
を
記
入
し
、
郵
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
６
月
24
日
㈮
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

㈱
高
知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部
内

「
金
婚
式
」
係

（
〒
７
８
０
・
８
６
６
６

　

高
知
市
本
町
３
丁
目
２
・
15

　

☎
８
２
５
・
４
３
２
８
）
ま
で

　

市
内
の
良
好
な
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
一
斉
清
掃
を
実
施

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
・

市
内
一
斉
清
掃

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き
／
６
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
ま
で
に
各
集
積

　

場
所
へ
集
め
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

環
境
課
環
境
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
７
）
ま
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
、

そ
の
意
義
と
実
践
方
法
を
学
び
ま

す
。
乳
幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し

会
を
見
学
し
た
後
、
講
師
の
お
話

を
聴
き
ま
す
。

　

未
経
験
で
も
、
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。

■
と
き
／
６
月
30
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

■
講
師
／
秋
本
美
津

■
受
講
料
／
無
料

■
申
込
締
切
／
６
月
28
日
㈫

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
図
書
館

（
☎
８
６
３
・
０
４
６
９
）
ま
で

高
知
高
専
公
開
講
座

　

第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験

合
格
に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
、

科
目
別
に
問
題
演
習
を
こ
な
し
な

が
ら
、
試
験
対
策
に
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
た
講
義
を
行
い
ま
す
。
理
論
、

電
力
、
機
械
、
法
規
の
４
科
目
に

分
け
て
解
説
し
ま
す
。

■
と
き
／
６
月
12
日
㈰
、
19
日
㈰
、

　

電
験
三
種
受
験
対
策
講
座

　

26
日
㈰
、
７
月
３
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ

　

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校

■
対
象
／
学
生
・
社
会
人

■
定
員
／
20
名

■
受
講
料

▼
全
科
目
受
講
３
千
円

▼
１
科
目
に
つ
き
１
千
円

■
申
込
方
法
／
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.kochi-ct.

　

ac.jp/koza/201108/

■
主
催

　

㈳
高
知
高
専
テ
ク
ノ
フ
ェ
ロ
ー
、

　

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
高
専
総
務
課
企
画
係

（
☎
８
６
４
・
５
６
４
３
）
ま
で

「
遺
産
相
続
・
遺
言
」
に
関

す
る
講
話
会
・
個
別
相
談
会

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
・
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
、

弁
護
士
に
よ
る
「
遺
産
相
続
・
遺

言
」
に
関
す
る
講
話
会
を
開
催
し

ま
す
（
申
し
込
み
不
要
・
無
料
）。

　

な
お
、
講
話
会
の
後
に
個
別
相

談
会
（
無
料
）
を
開
催
し
ま
す
。

個
別
相
談
会
に
つ
い
て
は
、
人
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
７
月
５
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
申
込
締
切
／
６
月
24
日
㈮

※
個
別
相
談
会
の
申
込
先
・
お
問

い
合
わ
せ
は

南
国
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
０
４
・
６
０
１
０
）
ま
で

　

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
通

じ
て
、
地
域
の
実
情
や
課
題
を
把

握
し
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

平
成
20
年
度
か
ら「
対
話
と
実
行
」

座
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
」
で
す
。

　

熱
く
議
論
す
る
知
事
ら
の
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
／
６
月
21
日
㈫

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
広
報
広
聴
課　
　
　
　
　

（
☎
８
２
３
・
９
８
９
８
）

物
部
川
地
域
産
業
振
興
推
進
本
部

（
☎
０
８
８
７
・５
７
・０
０
１
５
）

ま
で 平

成
23
年
度
「
対
話
と
実

行
」
座
談
会

　

市
立
図
書
館
で
は
、
０
歳
か
ら

３
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た

な
ど
を
楽
し
む
お
は
な
し
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
／
６
月
30
日
㈭

　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

■
講
師
／
秋
本
美
津

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
／
６
月
28
日
㈫

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
図
書
館

（
☎
８
６
３
・
０
４
６
９
）
ま
で

乳
幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会
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今
年
も
「
ホ
タ
ル
祭
」
で
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
見
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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詩
を
吟
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
感

動
し
、
心
は
平
穏
で
清
浄
と
な
り

ス
ト
レ
ス
も
解
消
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
腹
式
呼
吸
に
よ
る
発
声
法
に

よ
り
健
康
は
増
進
し
、
作
詩
者
・

時
代
に
つ
い
て
も
学
び
、
生
涯
学

習
と
し
て
も
最
適
で
す
。

■
と
き
／
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時

～
４
時
（
５
週
目
休
み
）

■
と
こ
ろ
／
中
央
公
民
館
和
室

■
会
費
／
一
カ
月
３
千
500
円
（
会

場
費
、
教
材
費
、
資
料
費
含
む
）

※
申
込
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
岳
風
会
南
国
支
部
（
岸
田
）

（
☎
０
９
０・５
１
４
７・９
７
９
３
）

ま
で 詩

吟
教
室
会
員

学
童
保
育
指
導
員

　

学
童
保
育
指
導
員
は
、
小
学
生

の
放
課
後
の
安
全
を
守
り
な
が
ら
、

豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
仕
事
で
す
。

■
対
象

　

18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

■
雇
用
期
間

①
～
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

②
８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

■
勤
務
時
間
、
日
数

①
４
時
間
／
日
、
週
３
日
程
度

公
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
戸
数
／
７
戸
程
度

■
募
集
住
宅
場
所

　

長
岡
、
前
浜
地
区

■
募
集
案
内
配
布
期
間

　

６
月
８
日
㈬
～
17
日
㈮

＊
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

■
申
込
書
受
付
期
間

　

６
月
15
日
㈬
～
17
日
㈮

＊
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
整
備
課
住
宅
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
８
）
ま
で

　

私
た
ち
の
身
近
に
住
ん
で
い
る

外
国
人
は
、
日
本
語
で
話
し
た
が

っ
て
い
ま
す
。
毎
回
話
す
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
何
人
か
の
外
国
人
と

日
本
語
で
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。

異
文
化
体
験
も
味
わ
え
、
参
加
し

た
外
国
人
に
も
喜
ば
れ
ま
す
。

■
と
き
／
平
成
24
年
１
月
25
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～

９
時

＊
８
月
と
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を

Ｎ
Ｉ
Ａ　

日
本
語
Ｓ
Ｈ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
！

除
く

＊
い
つ
か
ら
で
も
参
加
可

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

▼
日
本
人
／
５
千
円
（
教
材
費
、

年
会
費
含
む
）
一
括
払
い

▼
外
国
人
／
１
回
100
円

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

友
永
（
☎
０
９
０
・
４
３
３
２
・

７
６
５
２

　

salut_navigatoria@
yahoo.co.jp

）

ま
でＮ

Ｉ
Ａ　

日
本
語
能
力
試

験
受
験
対
策
上
級
ク
ラ
ス

（
外
国
人
対
象
）

■
と
き
／
毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
１
回
100
円

＊
教
材
費
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

友
永
（
☎
０
９
０
・
４
３
３
２
・

７
６
５
２

　

salut_navigatoria@
yahoo.co.jp

）

ま
で

②
５
～
８
時
間
／
日
、

　

日
数
は
相
談
に
応
じ
ま
す

■
賃
金
／
時
給
800
円
～

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送

■
選
考
方
法
／
面
接
、
書
類
選
考

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

（
〒
７
８
３
・
０
０
０
１

南
国
市
日
吉
町
２
・
３
・
28

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

☎
８
０
３
・
５
２
２
８
）
ま
で

＊
平
日
の
午
後
１
時
～
６
時

　

子
ど
も
手
当
は
、
４
月
～
９
月

30
日
ま
で
の
６
カ
月
間
、
こ
れ
ま

で
と
同
額
を
引
き
続
き
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊
10
月
分
以
降
の
支
給
に
つ
い
て

詳
細
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
支
給
金
額
／
子
ど
も
１
人
に
つ

き
、
月
額
１
万
３
千
円

■
支
給
対
象　

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
す
る
親
な
ど

子
ど
も
手
当
の
支
給
と

現
況
届
に
つ
い
て

＊
０
歳
～
15
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

■
支
給
日
／
①
６
月
13
日
（
平
成

23
年
２
～
５
月
分
）
②
10
月
13

日
（
平
成
23
年
６
～
９
月
分
）

■
現
況
届
／
平
成
23
年
度
の
現
況

届
の
提
出
は
不
要
の
予
定
で
す
。

＊
た
だ
し
、
10
月
に
届
出
・
申
請

な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　※

お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
子
育
て
応
援
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

　

総
務
省
で
は
、
東
日
本
大
震
災

や
福
島
原
発
の
避
難
指
示
な
ど
で

避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
、
避
難
前

の
県
や
市
町
村
か
ら
見
舞
金
の
給

付
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ

を
お
届
け
す
る
た
め
の
「
全
国
避

難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
各
種
通
知
や
情
報
提

供
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
課
市
民
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
７
４
）
ま
で

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
避

難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ
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市
民
か
ら
の
お
便
り

僕
の
地
域
で
も
、
今
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
桜
が
と
て
も
キ
レ
イ
で
し
た
。

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間
６／１ 水 久礼田保育所 

　10：25 ～ 10：45
久礼田西公民館
　10：55 ～ 11：15

後免野田小学校 
　12：50 ～ 13：35

たちばな幼稚園 
　14：00 ～ 14：20

奈路小学校 
　14：45 ～ 15：20

奈路公民館 
　15：25 ～ 15：4528 火

２ 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

緑ヶ丘 2 丁目 
　14：10 ～ 14：30

県住十市団地 
　14：35 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

３ 金 札場バス停前 
　10：20 ～ 10：40

丸十園芸組合前 
　10：45 ～ 11：05

阿戸公民館 
　11：10 ～ 11：30

日章小学校 
　13：10 ～ 13：40

立田消防屯所南側 
　14：10 ～ 14：30

タマリン館 
　14：40 ～ 15：00

大篠小学校Ａ 
　15：25 ～ 16：25

７ 火 あけぼの保育所 
　10：20 ～ 10：40

大湊保育所 
　10：50 ～ 11：10

寶生寺 
　11：15 ～ 11：35

香長中学校 
　13：00 ～ 13：20

白銀荘 
　14：05 ～ 14：25

大篠保育園 
　14：35 ～ 15：05

大篠小学校Ｂ 
　15：25 ～ 16：25

８ 水 後免野田保育園 
　10：20 ～ 10：40

岩村ふれあいセンター 
　10：55 ～ 11：15

香南中学校 
　12：50 ～ 13：10

高知高専宿舎 
　13：25 ～ 13：45

高専切正寮 
　13：50 ～ 14：10

グループホームワルツ 
　14：25 ～ 14：5529 水

９ 木 里保育所 
　10：20 ～ 10：40

稲生小学校 
　12：50 ～ 13：30

白山荘 
　13：40 ～ 14：10

稲生保育園 
　14：20 ～ 14：40

かりやストア前 
　14：45 ～ 15：05

土佐厚生会国府寮 
　15：30 ～ 16：00

10 金 吾岡保育園 
　10：30 ～ 10：50

南海学園 
　10：55 ～ 11：15

国府小学校 
　13：00 ～ 13：30

ケアハウスたんぽぽ 
　14：10 ～ 14：40

医学部中島宿舎 
　14：50 ～ 15：10

ひまわり幼稚園 
　15：35 ～ 16：05

14 火 土佐希望の家 
　10：10 ～ 10：25

国府保育所 
　10：35 ～ 10：55

三和小学校 
　12：50 ～ 13：40

浜窪市営住宅 
　14：00 ～ 14：20

南部営農センター 
　14：30 ～ 14：50

浜改田公民館 
　15：00 ～ 15：30

17 金 蒲原県営住宅 
　10：15 ～ 10：35

医学部蒲原宿舎 
　10：40 ～ 11：00

保健福祉センター 
　11：20 ～ 11：40

白木谷小学校 
　13：50 ～ 14：20

希望が丘分校 
　15：00 ～ 15：30

21 火 十市保育園 
　10：30 ～ 11：00

岡豊小学校　　 
　13：00 ～ 13：30

ＪＡ三和支所 
　14：15 ～ 14：35

大湊小学校 
　14：50 ～ 15：20

鳶ヶ池中学校 
　16：00 ～ 16：20

22 水 長岡西部保育所 
　10：20 ～ 10：40

岡豊保育所 
　10：50 ～ 11：10

長岡小学校　　 
　13：00 ～ 13：40

長岡農協 
　13：50 ～ 14：10

南陣山公民館 
　14：20 ～ 14：40

国際交流会館 
　16：00 ～ 16：20

23 木 明見保育所 
　10：15 ～ 10：35

星神社前 
　10：40 ～ 11：00

久礼田小学校 
　12：50 ～ 13：35

植野公民館 
　14：10 ～ 14：30

定林寺公民館 
　14：50 ～ 15：10

北陵中学校 
　15：45 ～ 16：05

30 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

十市小学校 
　12：50 ～ 13：35

緑ヶ丘 2 丁目 
　14：10 ～ 14：30

県住十市団地 
　14：35 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
と
難
し

い
こ
と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？　

例
え
ば
、

▼
家
庭
で
は

　

家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
、
家

庭
の
仕
事
は
家
族
み
ん
な
で
協
力

し
、
支
え
合
っ
て
い
ま
す
か
？

▼
職
場
で
は

　

会
議
な
ど
意
思
決
定
の
場
に
男

女
が
対
等
に
、
個
性
と
能
力
を
生

か
せ
る
職
場
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
か
？

６
月
は
高
知
県
の
「
男
女

共
同
参
画
推
進
月
間
」

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
「
子

ど
も
の
人
権
110
番
」
電
話
相
談
の

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
110
番
」
強
化
週
間

　

人
権
と
は
、
「
人
が
幸
せ
に
生

活
す
る
た
め
に
必
要
な
権
利
」
で

す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん

が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行

っ
た
り
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

・
傍
士　

功
（
堀
ノ
内
）

・
隅
田
道
代
（
下
野
田
）

・
田
島
德
子
（
大
埇
）

・
澤
村
正
彦
（
久
礼
田
）

・
松
岡　

綠
（
稲
生
）

・
林　

声
子
（
国
分
）

・
岡
田
哲
夫
（
里
改
田
）

・
豊
永
悦
子
（
西
山
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局

（
☎
８
２
２
・
３
５
０
３
）

総
務
課
総
務
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
１
）
ま
で

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
学
校

や
家
庭
、
友
達
関
係
の
悩
み
ご
と

な
ど
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

■
と
き

　

６
月
27
日
㈪
～
７
月
３
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

＊
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
電
話
番
号
／
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
１
２
０
・０
０
７
・１
１
０
）

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
不
能
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局

（
☎
８
２
２
・
３
５
０
３
）
ま
で

▼
地
域
で
は

　

町
内
会
な
ど
地
域
で
重
要
な
こ

と
を
決
め
る
時
に
は
、
男
女
と
も

に
、
地
域
活
動
に
多
様
な
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
か
？

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
「
男
だ

か
ら
」
「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
固

定
的
な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
、
男
女
が
お
互
い
に
社
会
の
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
合

う
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
意
思
と

責
任
で
自
由
に
生
き
方
を
選
択
で

き
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
県
民
生
活
・
男
女
共
同
参
画
課

（
☎
８
２
３
・
９
６
５
１
）

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ソ
ー
レ
」

（
☎
８
７
３
・
９
１
０
０
）

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

地デジの準備はお済みでしょうか？
地デジに関するお問い合わせ、ご相
談は、地デジコールセンターへ
【☎０５７０－０７－０１０１】

平日／９時～21時　　　　
土・日・祝日／９時～ 18時

★アナログ放送は 7月24日　
　　　　　　に終了します★
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市
民
か
ら
の
お
便
り

先
月
の
親
子
ク
イ
ズ
は
、
ウ
メ
と
サ
ク
ラ
の
違
い
が
分
か
ら
な
く
て
難
し
か
っ
た
で
す
。

さらば銀行の光　　　江上剛
ナニワ・モンスター　海堂尊
先生の隠しごと　　仁木英之
死なない病気　　　渡辺淳一
隣室のモーツアルト　　　　
　　　　　　　　藤堂志津子
ロマンス　　　　　　柳広司
やんちゃな時代　　林真理子
よるのふね　　　　　黒井健
怪盗ブラックの宝物　　　　

那須正幹
ぴあのうさぎ　　　　　　　
　　　　　　あきやまただし
ふうとはなとたんぽぽ　　　
　　　　　　いわむらかずお

　　　　　　 　 　 ほか

毎週月曜日、30日㈭
６月の休館日■とき／６月１日㈬・20日㈪

　　　   10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前に電話で社会福祉協議会
　（☎８６３－４４４４）に予
　約してください。

子犬の譲渡会

人権・行政相談

無料法律相談

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

発生件数　　  １件
建物　　　       ０件
山林　　　       ０件
その他　  　     １件

《救急》
出動回数   148回
急病　　      81回
交通事故　   25回
一般事故　　26回
その他　      16回

（４月分）

６月の納税は
市・県民税（１期分）

《火災》

■とき／６月16日㈭
　　　　９：00～10：00
■ところ／中央小動物管理センター
※事前に電話で県中央小動物管理
　センター（☎８３１－７９３９）
　に連絡してください。

人身事故件数 死者 負傷者
   23年４月
23年1月～4月

16件
77件

０人 18人
０人 88人

INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION
　

軽
ト
ラ
に
載
せ
た
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
を
、
歩
行
者
天
国
に
し

た
後
免
町
商
店
街
で
販
売
す
る
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
で

楽
し
め
ま
す
。

■
と
き
／
６
月
５
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

■
と
こ
ろ
／
後
免
町
商
店
街

■
駐
車
場

　

南
国
市
役
所
、
南
国
市
商
工
会

　
※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
商
工
会
内

地
産
地
消
ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
８
６
４
・
３
０
７
３
）
ま
で

地
産
地
消

ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市

戦
没
者
慰
霊
巡
拝

　

次
の
地
域
で
、
戦
没
者
の
ご
遺

族
を
対
象
に
慰
霊
巡
拝
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
対
象
地
域
／
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ビ
ス
マ
ー
ク
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
、

パ
ラ
オ
・
硫
黄
島

■
選
考
基
準
／
健
康
状
態
が
良
好

で
、
原
則
80
歳
以
下
の
方

■
備
考
／
実
施
時
期
や
経
費
な
ど

の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

　
※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
地
域
福
祉
政
策
課

（
☎
８
２
３
・
９
６
６
２
）

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
６
）
ま
で

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ

系
フ
ィ
ル
ム
）
類
の
回
収

■
排
出
の
注
意
事
項

▼
農
業
用
で
使
用
さ
れ
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

▼
各
農
協
で
決
め
ら
れ
た
日
時
・

場
所
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
排
出
は
有
料
で
す
。
金
額
、
支

払
い
方
法
は
各
農
協
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
定
め
ら
れ
た
分
別
や
梱
包
（
１

包
み
10
㎏
程
度
）
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
非
合
法
な
排
出
や
不
法
投
棄
は
、

　

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

管
内
各
農
協
ま
た
は
農
林
水
産
課

（
市
古
ビ
ニ
ー
ル
等
処
理
対
策
推

進
協
議
会
事
務
局

☎
８
８
０
・
６
５
５
９
）
ま
で

　

高
知
大
学
医
学
部
と
小
蓮
地
区

で
は
連
絡
協
議
会
の
協
定
を
結
び
、

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
蓮
公
民
館
健
康
相
談

と　き 内容／相談担当者

６月４日㈯ 皮膚病一般／高田智也

６月11日㈯ お腹の病気について／耕崎拓大

６月18日㈯ 甲状腺について／甫喜本憲弘

６月25日㈯ 心臓病・高血圧／林佳世

■
時
間
／
午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ
／
小
蓮
公
民
館

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

小
蓮
地
区
自
治
会　

唐
岩
知
生

（
☎
８
６
６
・
４
７
７
８
）
ま
で



片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜
6／1

7
6
4
3
2

8

13

10

9

11

14

17

15

16

20
18

22

24

21

28
27
25

23

金

木

月
土

金

木
水

火

月
土

水

月

金

水

木

水

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区（たちばな改良住宅・小籠住宅を含む）
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠１～２丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅

後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川、東崎（西部）
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町

稲生
下咥内、物部、久枝（開田）
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

十市（南部）、天行寺、成合

7／1

5
4
2

火

月

田村

火

土

金
木

土

火

立田

立田
土
金

火
月
田村

片山、里改田
十市（南部）、天行寺、成合

地　　　区

６月６日・20日
（第１・３月曜日）

６月７日・21日
（第１・３火曜日）

６月１日・15日
（第１・３水曜日）

６月13日・27日
（第２・４月曜日）

６月14日・28日
（第２・４火曜日）

６月８日・22日
（第２・４水曜日）

７月４日・18日
（第１・３月曜日）

６月２日・16日
（第１・３木曜日）
６月３日・17日
（第１・３金曜日）

６月４日・18日
（第１・３土曜日）

６月９日・23日
（第２・４木曜日）

６月10日・24日
（第２・４金曜日）

６月11日・25日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内
笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅 笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、

中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

６月６日・20日
（第１・３月曜日）天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

※お問い合わせは
　環境課環境係（☎８８０－６５５７）まで

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

＊黒い袋、肥料やお米の袋などで中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

７月１日・15日
（第１・３金曜日）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野 稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

ビン・雑ごみ・ペットボトル・水銀を含むごみの収集

▶可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ン・水銀を含むごみは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。
▶指定日の午前５時～８時までに出してください。
▶お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京
十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生

久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、久枝（開田）
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

後免町、野田
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠１～２丁目、８区、祈年、小籠住宅

東崎（東部）、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市
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木
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月
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水
火

金

土
金

水

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

土
金

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

火
月

7／1

月
土

火
月
土

金
土

片山、里改田、浜改田、天行寺

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

木

日 曜  地　　　　区

木

＊空き缶（飲料）と他の金属は袋を別にしてください。
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 平成23年４月から「障害年金加算改善法」が施行
　これまでは障害等級が１級または２級の障害年金を
受ける権利が発生した当時に、受給権者によって生計
を同じくする子どもがいる場合に加算を行っていまし
た。平成23年４月施行の「国民年金法等の一部を改正
する法律」により、障害年金を受ける権利が発生した
後に、生計を同じくすることになった子どもがいる場
合にも届出によって加算を行うことになりました。

平成23年３月までは
・受給権発生時に生計を同じくする子どもがいる場

合には、受給権発生時から加算の対象となります。
平成23年４月からは加算の範囲が拡大されます！
・平成23年４月１日より前において、受給権発生後

に生計を同じくする子どもがいる場合には、４月
から加算の対象となります。

＊平成23年３月31日における生計同一関係を確認
します。

・平成23年４月１日以降において、受給権発生後に
生計を同じくする子どもがいることとなった場合は、
その事実が発生した時点から加算の対象となります。

◎加算対象となる子どもとは、18歳に達する年度の
末日（３月31日）を迎えていない子ども、または
20歳未満で障害等級１級または２級に該当する障
害状態にある子どもです。

 希望の月から納付書で前納できます
　国民年金保険料を納付書で納付する場合は、希望
の月から平成24年３月分までの間を前納することが
できます。例えば、
・平成23年６月分から平成24年３月分まで納付書で

前納すると148,010円。
　毎月納付の場合は150,200円（月額15,020円×10

カ月）。毎月納付と比較すると、2,190円割引と
なります。

・平成23年７月分から平成24年３月分まで納付書で
前納すると133,430円。

　毎月納付の場合は135,180円（月額15,020円×９
カ月）。毎月納付と比較すると、1,750円割引と
なります。

◎前納を希望する月の月末（土・日曜日、祝日の場
合は翌営業日）が納付期限となります。

◎過ぎてしまった月の保険料をまとめて納付しても
割引にはなりません。

＊前納される場合は、専用の納付書が必要になりま
すので、南国年金事務所まで連絡してください。

※お問い合わせは、　市民課年金係（☎８８０－６５５５）南国年金事務所（☎８６４－１１１１）まで

　行政情報の公開は、南国市行政情報公開条例に基
づき、公開請求できることになっています。
　南国市行政情報公開条例は、公開するための手続
きや公開することの判断基準を定めた条例です。
　しかし、公開を目的とした情報や従来から公開の
請求をしなくても提供されてきた情報などについて
は、これまでどおり取り扱われます。

公開請求件数 処理状況 不服申立
204 公　　開　110 －

内訳 一部公開　 47 －
　市長部局　　141 非 公 開　 37 －
　市長部局外　 63 却　　下　 10 －

取り下げ　　0 －
　「南国市住居表示に関する条例第３条に基づく住
居表示実施地区資料」など110件の文書は、その全部
を公開しました。「都市計画法第43条第１項の規定
による建築物の新築計画申請書」など47件の文書は、
特定の個人に関する箇所があり、その部分を除いた
ものを公開しました。非公開は37件で、該当文書が
不存在および行政情報に該当しないため非公開とし
ました。南国市行政情報公開条例で規定する不服申
し立ては、ありませんでした。

◎平成22年度
　　行政情報公開条例による公開請求と処理状況

■行政情報公開制度とは

　市が保有する個人の情報の収集、保存、利用など
のすべてにわたる総合的な保護制度です。
　南国市個人情報保護条例は、市が保有する請求者
本人の情報を知ることができる「開示請求権」、そ
の情報の適正な処理を申し出ることができる「訂正
請求権」を定めた条例です。

開示請求などの件数 内容別件数 処理状況
７

開 示 請 求 ７
開　　示 ５

内訳 一部開示 １
　市長部局　 ６ 却　　下 １
　市長部局外 １ 訂 正 請 求 ０ －

適正処理の申し出 ０ －
苦 情 ・ 相 談 ０ －

　条例に基づく開示請求が７件ありました。そのほ
か訂正請求、適正処理の申し出および苦情・相談は、
ありませんでした。

※お問い合わせは、
　総務課総務係（☎８８０ー６５５１）まで

◎平成22年度
　　個人情報保護条例による開示請求と処理状況

■個人情報保護制度とは

情 報 公 開 制 度 　市では、多くの情報を保有し、管理しています。
　これらの情報を市民の皆さんに広く公開する
ための手続きや公開の基準を定めた南国市行政
情報公開条例を制定しています。

（
（
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田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区（たちばな改良住宅・小籠住宅を含む）
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠１～２丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅

後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川、東崎（西部）
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町

稲生
下咥内、物部、久枝（開田）
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

十市（南部）、天行寺、成合

7／1
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2

火

月

田村

火

土

金
木

土

火

立田

立田
土
金

火
月
田村

片山、里改田
十市（南部）、天行寺、成合

地　　　区

６月６日・20日
（第１・３月曜日）

６月７日・21日
（第１・３火曜日）

６月１日・15日
（第１・３水曜日）

６月13日・27日
（第２・４月曜日）

６月14日・28日
（第２・４火曜日）

６月８日・22日
（第２・４水曜日）

７月４日・18日
（第１・３月曜日）

６月２日・16日
（第１・３木曜日）
６月３日・17日
（第１・３金曜日）

６月４日・18日
（第１・３土曜日）

６月９日・23日
（第２・４木曜日）

６月10日・24日
（第２・４金曜日）

６月11日・25日
（第２・４土曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内
笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅 笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、

中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

６月６日・20日
（第１・３月曜日）天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

※お問い合わせは
　環境課環境係（☎８８０－６５５７）まで

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

＊黒い袋、肥料やお米の袋などで中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、中谷、
成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、幸町、元町、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、小籠１～２丁目、
８区、小籠住宅、篠原（北村ストア横）

７月１日・15日
（第１・３金曜日）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、
山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野 稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、八木、

山崎、竹中、関、西野々、住吉野、大埇団地、
篠原（北村ストア横を除く）、明見、伊達野

ビン・雑ごみ・ペットボトル・水銀を含むごみの収集

▶可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ン・水銀を含むごみは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。
▶指定日の午前５時～８時までに出してください。
▶お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京
十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生

久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、久枝（開田）
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎（西部）

後免町、野田
立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠１～２丁目、８区、祈年、小籠住宅

東崎（東部）、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

6／1

6
4
3

2

2

7

11
10
9
8

13
14

15

16

18
17

22
21
20

28

25
24
23

木

木
水

水

火
月

金

水
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金

土
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水

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地･住宅を含む）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

土
金

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

火
月

7／1

月
土

火
月
土

金
土

片山、里改田、浜改田、天行寺

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

木

日 曜  地　　　　区

木

＊空き缶（飲料）と他の金属は袋を別にしてください。
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ
　

マ
マ
友
達
を
つ
く
っ
て
気
分
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
親

子
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

電
話
で
の
育
児
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

集
い
の
日

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

＊
６
月
13
日
㈪
は
休
み

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
＆
ベ
ビ
ー

■
と
き
／
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

＊
６
月
29
日
㈬
は
休
み

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
妊
娠
期
か
ら
生
後
５
か

月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊
対
象
の
お
子
さ
ん
の
兄
姉
を
連

れ
て
の
参
加
の
場
合
は
、
子
ど

も
さ
ん
の
お
世
話
が
で
き
る
ご

家
族
の
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

■
備
考
／
６
月
８
日
㈬
は
、
保
健

師
・
助
産
師
に
よ
る
体
重
・
身

長
測
定
、
保
健
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

出
張
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

■
と
き
・
と
こ
ろ

▼
６
月
７
日
㈫
・
十
市
高
齢
者
多

世
代
交
流
プ
ラ
ザ

▼
６
月
23
日
㈭
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ

な
が
お
か

■
時
間
／
午
前
10
時
～
11
時

子
育
て
講
座

■
と
き
／
６
月
16
日
㈭

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
親
子
で
楽
し
く
体
を
動

か
そ
う

■
講
師
／
岩
城
美
喜
江
（
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ケ
ア
指
定
指
導
者
）

■
対
象
／
１
歳
６
か
月
児
以
上

■
定
員
／
15
名

■
申
込
方
法
／
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　離乳食を作りながら、子育てについて情報交換しま
せんか。
　当日は、母子保健推進員・託児ボランティアによる
託児もあります。
■とき／６月21日㈫13：30～15：30
■ところ／保健福祉センター
■持参物／母子手帳、エプロン、三角巾、手拭きタオル、

筆記用具
■参加料／無料
■託児定員／15名
■申込方法／電話でお申し込みください。

～離乳食講習会（初期・中期）～

　こころの病気は身体の病気と同じで、早く気
付けば悪化を防ぐことができます。
　「いつもと違うな」といった気持ちや、うつ、
ひきこもりなど、自分や家族の心の不調に気が
付いたときには、保健福祉センターにご相談く
ださい。
　健康には、こころとカラダのバランスが大事
です。

あなたのこころは
　　　元気ですか？

ゆ 赤ちゃんゆ
う う

　麻しん（はしか）は感染力が非常に強く、重
とくな合併症を起こすことがある病気です。麻
しん（はしか）や風しんの流行防止に、予防接
種はとても有効です。
　次のように予防接種を実施しますので、この
機会にぜひ受けるよう、お勧めします。

対　象　年　齢 接種期限
１
期1 歳児 ２歳の誕生日

の前々日まで

２
期

保育園・幼稚園の年長児に
相当する間

（平成17年４月２日～平成18
年４月１日生まれの方）

平成24年３月
31日まで３

期
中学校１年生の間

（平成10年４月２日～平成11
年４月１日生まれの方）

４
期

高等学校３年生に相当する間
（平成５年４月２日～平成６
年４月１日生まれの方）

＊原則として、麻しん・風しん混合ワクチン
（MR）を使用します。麻しんまたは風しんの
どちらか一方にかかったことのある方も、麻
しん・風しん混合ワクチン（MR）が接種でき
ます。

＊３・４期の特別実施は、平成20年度～24年度
までの５年間限定です。

＊予診票は３月下旬にお送りしています。転入
された方、予診票を紛失された方は、保健福
祉センターまで連絡してください。

麻しん・風しん予防接種を
受けましょう！
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日 曜 当　番　医 電話
6／５ 日 山本循環器内科・眼科（駅前町） 864－2575
　12 日 あけぼの小児クリニック（田村乙） 878－6611
　19 日 高 田 内 科（大埇乙） 863－3925
　26 日 西 田 順 天 堂 内 科（大埇甲） 863－1881
7／３ 日 Ｊ Ａ 高 知 病 院（明　見） 863－2181

☆ 休日在宅医

健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

■とき／７月26日㈫、27日㈬
■ところ／保健福祉センター
■受付時間／８：30、９：30、10：30、13：30、
　14：30、15：30
■対象／40歳以上の女性
■定員／１日先着120名
■検診料／1,000円
■申込受付開始／６月24日㈮
■備考／ペースメーカー着用の方、妊娠中、授乳中、

豊胸手術を行っている方はご遠慮ください。

乳がん検診乳がん検診
～マンモグラフィ（乳房エックス線撮影）～

※健診などの申込先・お問い合わせは

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できない
　場合があります。

　次の方は、各種がん検診料が無料になります
（ただし、前立腺がん検診は除く）。
①受診年度内に40歳・50歳となる方
②受診年度内に70歳以上となる方
③生活保護世帯の方
④身体障害者手帳をお持ちの方
⑤療育手帳をお持ちの方
⑥精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
＊④⑤⑥の方は手帳の提示が必要です。

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

胸部レントゲン検診　
健康診査

＊どの会場でも、都合に合
　わせて受診してください

瓶岩・久礼田 6/ 3 金
９：30～11：00
13：30～15：00

久 礼 田 体 育 館

大　　篠
6/13 月

保 健 福 祉 セ ン タ ー
6/14 火

長岡西部 6/20 月 中 央 市 民 館
奈　　路 6/22 水 ９：30～11：00 奈 路 小 学 校 体 育 館

ポ　 リ　 オ（ 予 防 接 種 ）

全 地 区

6/16 木 13：30～14：00

保 健 福 祉 セ ン タ ー

４ か 月 児 健 診 6/30 木

13：00～14：00
10　か 月 児 健 診 6/23 木

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
6/ 2 木
7/ 7 木

３ 歳 ４ か 月 児 健 診 6/ 9 木

愛の献血 全 地 区 
（16～69歳）

6/ 6 月
９：10～10：30 西日本高速㈱高知高速道路事務所
12：30～13：30 高 知 ダ イ ハ ツ 販 売 ㈱

6/24 金 ９：00～10：30 高 知 県 農 業 技 術 セ ン タ ー

■とき／７月22日㈮
■ところ／保健福祉センター
■受付時間／８：30、９：30
■対象／40歳以上の市民
■定員／50名
■検診料／900円
■申込受付開始／６月15日（水）
■備考／胃がん検診では、バリウムが誤って気管

に入ることがあります。むせやすい方や高齢の
方は、特にご注意ください。検診当日の薬の服
薬については、検査終了後となりますので、治
療中疾患のある方は主治医に相談の上、お申し
込みください。

胃がん検診胃がん検診

■とき／７月22日㈮
■ところ／保健福祉センター
■受付時間／９：00、９：30、10：00、10：30
■対象／20歳以上の女性
■定員／100名
■検診料／600円
■申込受付開始／６月７日㈫
■備考／子宮頸がん検診は２年に１回の検診です。今

年度は、22年度に受診できなかった方のみを対象に
実施します（ただし、記念検診対象者は関係なく受
診できます）。

子宮頸がん検診子宮頸がん検診

（変更する場合があります）



あ
と

が

き

市 　の 　統　計交流人口

面　積　 125.35㎢
人　口　 49,218人（＋252）
　男　　 23,442人（＋188）
　女　　 25,776人（＋ 64）
世帯数　 21,438世帯（＋245）

高知自動車道
南国I.C.

入  126,208台
出  126,247台

高知龍馬空港
出発   35,960人
到着   36,317人

《４月分》

外国人登録者数
男 
女

登録国籍数

247人（＋　7） 
127人（＋　4）
120人（＋　3）

32カ国
　　　   （　）内は前月比      《平成23年４月30日現在》
出生数　  27人〔 男  14人・女  13人 〕 《４月分》

有権者数《平成23年３月２日現在》
　　　　　　　　　39,973人〔男  18,580人・女  21,393人〕
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発
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６
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１
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印
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株
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ホ
ー
ム
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レ
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６
月
号

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

事
務
局
・
企
画
課
秘
書
広
報
係

　このコーナーへの応募は、 写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」 係まで、
お送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

生まれた時は1664ｇの未熟児でし
たが、元気に育ってます。これか
らも優しく健康な男の子に育って
ください。

平成21年１月15日生まれ

雄大、生まれて来てくれて本当に
ありがとう ! !お父さんもお母さん
も雄大の事がだーい好きです♥
これからも一緒に色んな事体験し
てすくすく大きくなってネ☆

藤瀬　雄大  くん （大埇甲）
ふじせ ゆうだい

平成22年７月27日生まれ

北村　祐樹  くん （立田）
きたむら ひろ き

　

私
の
出
身
は
、
ネ
パ
ー
ル

の
サ
ン
サ
リ
（
首
都
カ
ト
マ

ン
ズ
か
ら
空
路
、
南
東
の
ビ

ラ
ト
ナ
ガ
ル
へ
。
そ
こ
か
ら

バ
ス
で
１
時
間
）
で
、
年
齢

は
24
歳
で
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
私
立
学
校

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
日
常

会
話
や
公
文
書
は
ネ
パ
ー
ル

語
で
す
が
、
教
育
シ
ス
テ
ム

は
英
語
の
た
め
、
小
学
校
か

ら
学
校
で
の
授
業
は
英
語
で

し
た
。

　

私
は
イ
ン
ド
の
大
学
で
４

年
間
学
ん
だ
後
、
研
究
者
と

し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
あ
る
国

立
農
業
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー

で
１
年
間
勤
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
高
知
大
学
農
学
部

で
植
物
の
品
種
改
良
と
遺
伝

学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
修
士

課
程
の
２
年
間
勉
強
し
ま
す
。

将
来
は
大
学
で
教
壇
に
立
ち
、

世
界
的
な
科
学
者
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
（
菜

食
主
義
者
）
の
家
庭
に
育
ち

ま
し
た
。
肉
、
魚
は
全
然
食

べ
ま
せ
ん
。
米
、
豆
、
野
菜
、

ミ
ル
ク
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

を
使
っ
て
自
炊
し
て
い
ま
す
。

果
物
や
ス
イ
ー
ツ
が
大
好
き

で
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
に
は
ヒ
ン
ズ
ー

教
や
仏
教
の
美
し
い
寺
院
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

北
部
に
７
０
０
０
ｍ
級
の
山

々
が
連
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

が
そ
び
え
、
エ
べ
レ
ス
ト
コ

ー
ス
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　

海
の
な
い
国
で
育
っ
た
の

で
、
今
は
近
く
に
海
が
見
ら

れ
る
の
は
嬉
し
い
で
す
。
み

ん
な
が
と
て
も

親
切
な
こ
の
地

で
、
楽
し
く
良

い
研
究
が
出
来

れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

）））夢は世界的な科学者 ）））

　

未
曾
有
の
大
地
震
か
ら
２

カ
月
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
南
海

地
震
へ
の
備
え
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
か

ら
、
少
し
ず
つ
で
も
始
め
ま

し
ょ
う
。

　

私
は
ま
ず
、
避
難
場
所
を

確
認
し
、
家
具
の
転
倒
防
止

グ
ッ
ズ
を
買
い
に
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
Ｋ
）

アモル　ダハル　さん
（ネパール）

高知大学農学部留学生

サンサリ

ネパール


